





























































































































































































































































































































































































２ 岡山理香「蔵田周忠の山崎邸について    近代数寄屋再考」（武蔵工業大学『人文社会紀要（23）』，
2005年）






























17 「ウィーン世紀末    クリムト，シーレとその時代   」（セゾン美術館，1989年），「ハプスブルグ王
朝の都    ウィーンの歴史と芸術」（名古屋市博物館，1997年），「ウィーン，生活と美術　1873‒






















係で注目すべき重要な項目を摘出して，発達史的に大勢を述べた。   主流に沿うて太い一線を引く
事を企てた   （以下略）」＊２，p. 1

















































ス等の考えた総合的なオルガニゼーションの動きにつながるものであり，Art and Crafts mouve-






40 Congrès International d’Architecture Moderne：近代建築国際会議。1927年国際連盟本部設計コンペ
で表面化した近代建築推進派と保守派の対立に端を発し開催された。1959年までに11回開催される。
最小限住宅は1929年ドイツ，フランクフルトで開催された第二回会議の時のテーマである。
41 Le Corbusier（1887‒1965）の著作『Vers une architecture.（邦題：建築を目指して）』（Paris, 1924）
の中にある様々な議論を呼んだコルビュジェの建築思想を示す代表的な言葉。
42 蔵田周忠「日本近代建築の研究：国際環境に於ける日本近代建築の史的考察（学位論文）（建築史）」
（『建築雑誌』，社団法人日本建築学会，1960年）
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